
物理学学位プログラム（博士後期課程）
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物理学の素養だけでなく関連学問分野の知識を身に着け、解明・解決すべき問題に科学的

に立ち向かう突破力を身に着けている人材。学界においては、高度な専門的知識と確かな研

究力を身につけ、宇宙の成り立ちから物質の世界まで広がる幅広い物理学の諸分野や他の学

問との境界領域において、科学のフロンティアを発展させることができる人材。産業界において

は、だれも解決し得なかった困難な課題に立ち向かい、物事の根本原理に立ち返って産業技

術のイノベーションを実現できる人材。

宇宙史一貫教育領域では、素粒子・原子核・宇宙の物理学諸分野を宇宙の進化の過程と

捉える視点に基づき、国際的な研究拠点をまたいだ教育システムにより、高い専門性とともにこ

れら諸分野を横断する能力を持ち、宇宙史に関して国際的に活躍できる人材を育成する。加

速器科学領域では、高エネルギー加速器研究機構のBファクトリー、J-PARC、放射光科学研

究施設などを用いた研究および次世代加速器の開発を行い、将来、加速器分野で活躍できる

人材。

放射光物質科学領域では、放射光施設等（例えば、PF、J-PARC、SPring-8、さらに、海外

の施設）を活用した研究を行い、物質科学の知識・技術に加えて放射光等の知識・技術の両

方を修得し、国内外の大学、研究所、放射光施設、民間企業で物質開発を推進できる人材。

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

研究指導科目、演習科目、他研究室と共
同の演習科目、インターンシップ科目、達
成度自己点検など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

研究指導科目、演習科目、研究発表に関
する科目、学会発表、ポスター発表など

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

特別指導科目、他研究室と共同の演習科
目、 大学院共通科目（JAPIC 科目）、TA
（大学院セミナー等） 経験、プロジェクトの
参加経験など

大学院共通科目（国際性養成科目群）、
外国語の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、国外での活動経験、外国人（留学
生を含む） との共同研究、TOEIC 得点、
国際会議発表、英語論文など

大学院共通科目、セミナー科目

① 物理学分野の基礎的な専門知識を持ち、物
理現象に対して論理的な思考で取り組める
か

② 自身の研究分野の高度な専門知識を習得し、
研究を遂行できるか

特別研究、実習、博士論文、研究会・学会・
国際会議発表

7.      物理力：  先端の学識
を有し、国内外の研究者
と議論・ 共同研究を行う
能力
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① 自然界の真理を探究することに情熱を持ち、
それを実行しているか

② 研究の立案・ 手法・ 遂行・ 検証が、科学的
かつ真摯なものであるか

① 自身の研究の学術的な重要性を説明し、相
手の興味を引き出せるか

② 物理学に特有の概念を非専門家に説明し納
得させられるか

① 専門分野の動向を注視し、大局的な視野を
もって学術的意義を把握できるか

② 自己の研究を客観的に判断し、新たな展開
を生み出せるか

特別研究、博士論文

大学院共通科目、セミナー科目、研究会・
学会・国際会議発表、インターンシップ

特別研究、原著論文

10.     論理力：  科学者としての
使命感、論理性、自立性
を有すること

9.      発信力：  自身の研究に
ついて、専門分野以外の
人々にもわかりやすく情
報を発信する能力
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